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発刊の辞

「継続は力なり」という格言がある。語源は諸説あるようだが、物事の本

質と道理をついた見事な名言である。しかし必ずしも継続だけで力が生まれ

るわけではない。そこには継続を力に変える叡智と努力が必要である。叡智

の源は創造的革新であり、努力の源は人間の志である。

今を遡ること 150年前の 1858年（安政5年）、福津諭吉は江戸の築地鉄砲

洲にひとつの小さな蘭学塾を開いた。それが慶麿義塾の誕生であった。時に

福津、 24歳であった。その後、蘭学塾は英学塾へと転換し、 1868年（慶慮

四年・明治元年）には正式に慶謄義塾と命名された。 1890年（明治23年）に

は従来の課程を普通部とし、新たに大学部を発足させ、そこに文学、理財、

法律の三科が設置された。ここに慶慮義塾大学法学部の前身が誕生したので

あった。そして 1898年（明治31年）に政治科が新設され、 1920年（大正9

年）の大学令により法律科と政治科が合体して現在の法学部の原型が形成さ

れた。爾来、 88年、慶慮義塾大学法学部は三田の学問と教育を支えるひと

つの中心学部として発展してきた。つまり慶麿義塾 150年の本年、法学部は

米寿を迎えたのであった。

慶慮義塾大学法学部は 1958年、慶麿義塾創立 100年を記念して『慶慮義

塾創立百年記念論文集』全3冊（法律学関係、政治学関係、一般教養関係）を

刊行した。 1983年の創立 125年に際しては、『慶慮義塾創立一二五年記念論

文集』全7冊（法律学科、政治学科、一般教養関係、法学会・法律学関係、法学

会・政治学関係、欧文誌・法律学レビュー、欧文誌・政治学ジャーナル）を刊行

した。
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そして今年、慶慮義塾創立 150年を記念して、慶麿義塾大学法学部はここ

に全 12冊の論文集を刊行する。『慶謄の法律学』全6冊（公法I、公法E、

刑事法、民事法、商事法、民事手続法）、『慶磨の政治学』全5冊（政治・社会、

日本政治、政治思想、地域研究、国際政治）、『慶醸の教養学』全1冊がそれで

ある。全体で 140人の研究者が本企画に参加している。驚くべき数字である。

今回、飛躍的に執筆者数が増えたのには理由がある。慶懸法学会会員による

寄稿者の増加である。このことは、慶磨義塾大学法学部がこの間多くの研究

者を輩出し、塾内のみならずさまざまな大学や研究機関に優秀な人材を多数

供給してきたことの証左である。こうした広範な研究者の活躍のうえに、現

在の法学部の発展があることを忘れてはならない。

百年記念論文集の刊行にあたって、当時の前原光雄法学部長は「発刊の

辞」のなかで、「この論文集はわが慶麿義塾の皐問的援展を示すと同時に、

法皐部の事問的向上と水準を示すものであるJと述べている。また、一二五

年記念論文集の刊行にあたって、当時の十時巌周法学部長はその「発刊の

辞」のなかで、「法学部は先人の努力と遺産を継承し今日の慶慮義塾法学部

の現容と学問的水準をさらに広く世界に呈示するに到った」と記し、最後に

「法学部の学問・研究の灯火は世代から世代へと、確固として受け継がれて

いくものと信ずる」と結んでいる。

こうした先人たちの無限の思いをいまここに一五O年記念論文集全 12冊

として再び形にすることができた。本企画に参集した 140人の執筆者は慶慮

義塾大学法学部が生み、あるいは育てた研究者たちである。いうまでもなく、

本論文集も今後また 175年、 200年と続く歴史のなかのひとつの中間報告と

して相対化されるべきものであろう。しかし同時に、これは 2008年の時代

精神と学問水準を反映した、そして今の慶慮義塾と法学部に対する熱い思い

を込めた研究者たちの結晶であることを忘れてはならない。

「継続は力なり」。しかし冒頭に述べたように、継続には叡智と努力が必要

である。本論文集が証明したように、現段階の慶慮義塾大学法学部はその二

つを確実に備えている。今後ともそうした精神を忘れることなく、「無限の



生命をもっ法学部」（前原・十時元法学部長）としてわれわれの学府が未来へ

向け発展し続けることを祈念したい。

最後に、本論文集の企画・編集・出版の煩雑な作業のすべてを能率的に取

り仕切ってくださった法学研究編集委員会、とりわけ坂原正夫委員長と有末

賢編集主任、そして実際の編集作業を担当してくださった慶慮義塾大学出版

会編集部に心からのお礼を申し上げる次第である。

2008年秋

慶藤義塾大学

法学部長 国分良成


